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A 女性 22年 精神科診療所
B 女性 28年 地域活動支援センターⅠ型
４．データの収集
　データは，以下の２つである。①半構造化インタビューによって得られた質的データ，②イ
ンタビュー時に記したフィールドノーツである。最も活用したデータは，インタビューデータ
である。インタビューは，2019年３月から９月にかけて実施した。
　半構造化インタビューの設問内容は，①勤務歴の概要，②認定スーパーバイザー養成研修の
受講動機，③認定スーパーバイザー養成研修前後のスーパービジョンイメージの変化，④スー
パーバイザーとして行うスーパービジョン（以下，SV）で配慮や工夫をしていること，⑤スー
パーバイジーに獲得して欲しいこと，⑥SW実践への影響の６つである。
５．分析テーマ
　半構造化インタビューで得た音声データを文字データ化し，概念生成の分析テーマを「認定
スーパーバイザー資格取得の動機に係る個人的な動機を含む背景は何か」と「スーパービジョ
ンに対する認識とソーシャルワーク実践はどう変化したか」とした。
　M-GTAの概念生成は，分析ワークシートを用いる。分析ワークシートは，表４のように，
分析テーマに基づいて抽出した文脈を，当該データの出所も記したヴァリエーション，理論的
メモ，定義，概念名，対極例により構成されている。
６．倫理的配慮
　本研究では，佛教大学「人を対象とする研究倫理審査委員会」の承認を得て行った（承認番
表４　分析ワークシートの例示
概念名 コンプレックスのかたまり
定　義 出来る人との比較から，自己肯定感を持てない心情
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◦A62：隠してて言わないんですけど，コンプレックスがあることは。一つのことに
対しての気付きであったり，発見であったりそこからの連想であったり対処の工夫で
あったりとかっていうのが，ぶわーっと広げられる人と私はちょっとずつしか思いつ
かない人なんで
◦B11：振り返りのようなものの時間を取りなさいということになってやってみたん
ですけど，やっぱり自分の中で上手くやれてないなっていう感じがあって，
◦B51：分かりやすく説明しなきゃいけないのに，自分の中にその時素敵な言葉がな
くて。汗かく感じでした
理論的メモ 出来ない自分，直面化，出来る人との比較
対極例 出来ていないことを見ようとしない，気づかない
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号H30-38-A）。調査協力者である分析焦点者に対し，調査趣旨，協力の任意性，個人情報の保護，
データ管理方法や公表方法等についての説明を口頭と文書により行い，文書による同意を得た。
Ⅳ．結果と考察
１．結果
　分析焦点者二人の文字データを分析テーマに沿って該当する文脈を探索し，抽出したヴァリ
エーションをワークシートのヴァリエーション欄に転記した。文脈の意味解釈を行い，定義を
記述し，概念を生成した。理論的サンプリングにより同種のヴァリエーションを加筆し，加筆
する度に定義及び概念名を見直し，必要に応じて修文した。併せてワークシート間の継続的比
較分析を行い，最終的に表５のとおり，オープンコーディングにより28の概念を生成した。
　また，概念間の関係性に着目し，選択的コーディングを行い，《コンプレックスのかたまり》，
《内発的な向上心》，《個人SVイメージの内在化》，《SVによる理論と実践の循環》，《SW実践の
拡がりと深化》の５つのカテゴリーを生成した。コアカテゴリーは，《SVによる理論と実践の
循環》である。生成した概念，サブカテゴリー，カテゴリー，それぞれの関係性を図解したの
が図３である。
　図３の結果図をもとに，ストーリーラインを説明する。以下，概念を〈　〉，サブカテゴリー
を【　】，カテゴリーを《　》とし，ローデータを「　」，ローデータの出所を（　），スーパー
ビジョンをSV，スーパーバイザーをSVor，スーパーバイジーをSVee，オンザジョブトレーニ
ングをOJT，ソーシャルワークをSWと記すこととする。
　SVee経験の無い認定SVorは，SVに対する認識をどのように変化させていったのか。大きく
は，三つのフェーズに整理される。最初のフェーズは，認定SVor研修を受講するまでの葛藤
表５　オープンコーディングで生成した28の概念名と定義一覧
No. 概念名 定　　義
1 指導的立場と自信のなさ 勤務経験から部下を持つものの自信を持って指導出来ない
2 コンプレックスのかたまり 出来る人との比較から，自己肯定感を持てない心情
3 雑多な相談請負人
職場でのSVorの位置づけが不明瞭で，後輩の部下にとっての万（よ
ろづ）相談所という感覚。
4 後輩からの値踏み 後輩の部下からソーシャルワーカーとしての力量を試されること
5 SVを正しく理解していない SVee経験が無いことから個人SVの仕組みを理解できない
6 他府県の同職種からの刺激
自分と同じように情熱を持って頑張っている仲間が居ることに気づ
く
7 時代に取り残される不安 理論を身につけていないことへ気づき，取り残されるという焦り
8 内発的な向上心
内発的な向上心と周囲からのあと押しで，認定スーパーバイザー研
修を受講したいという思い
9
感情表出をコントロールする
面接
研修講師からのフィードバックで気づかされる感情表現を受け止め
られる範囲内でコントロールする面接
10 個人SVの内在化 研修期間中に行うSV実践からSVの型の理解が進む
11 事例に引っ張られる 事例にひきずられ，本来のスーパービジョンから離れてしまうこと
12 先回りの指導 SVeeの思いを確認せずに一方的にアドバイスする
13 ケースワークと同じクセ 個別支援とSVの場面が違うが同じクセが出てしまうことに気づく
14 フィットするSV標語 分かりやすいSVのエッセンスを圧縮し作られた標語
15 大事なのはSveeの成長 SVで焦点化するのはSVeeの成長という気づき
16 OJTとゴチャ混ぜ
職場内のSVは，OJTとの切り分けが難しく，現場では概念の整理
が出来ていないこと
17 演習形式での学び 研修会や更新研修の演習で出会う講師陣からSV感覚を学べること
18 生命線はSVeeアセスメント 的確なSVeeへの評価からSVは始まるということ
19 教えることでSV理解を深める
研修会講師役を担うことにより教えられることが多くSVの学びが
深まる
20 学び合う関係性
SVのイメージが一方向的な学びのイメージから相互的な学びのイ
メージへと変化していく
21 クセの修正 自己覚知が深まることでSVやケースワークも変わっていくこと
22 SVor同士の学び合い 更新研修での学びはSVor同士で悩みを共有しエンパワーされる
23 問題の構造化
何がどうおかしいのかを言語化できる力量がつき，問題を多面的に
捉える力がつくこと
24 契約によるSV 文書でも口頭でもSVの枠組みを説明し契約すること
25 OJTと明確な切り分け
OJTではなく，職場外個人SVの普及のための方法論を探求し始め
ること
26 認定SVor資格取得への躊躇い SVorのイメージと自己評価を吟味し，研修受講を逡巡する様
27 弾みで受講を決める 受講への熟慮の末，最後は勢いで研修の受講を決定する
28 核心を突く講師の指摘 研修中のレポートの記述だけで，問題点を鋭く指摘してくる講師
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図３　スーパーバイジー経験の無い精神保健福祉士のスーパービジョンの意識変容過程
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の時期である。次のフェーズは，一年間に亘る研修期間中の気づきを重ね，次第にSVを内在
化させていく時期である。最後のフェーズは，研修受講修了後にSVorとして個人SVを行うこ
とにより，自身のSW実践を深化させていく時期である。
⑴　受講に至るまでの葛藤のフェーズ
　この時期の現象特性は，《コンプレックスのかたまり》を自認しつつ，実践のなかで育まれ
た《内発的な向上心》，この二つのカテゴリーがせめぎあい，熟慮の末，〈弾みで受講を決める〉。
以下，概念，サブカテゴリー，カテゴリーを中心としたストーリーラインを記す。
　職場は，SVとOJTの概念の整理が出来ていないことから，SVは，〈OJTとごちゃ混ぜ〉の状態。
そもそもSVee経験が無いことから〈SVを正しく理解していない〉。そういった【指導的立場
と自信のなさ】は，部下からの〈雑多な相談請負人〉と頼りにされる反面，力量を試される〈後
輩からの値踏み〉も経験し，【時代に取り残される不安】を引き起こす。この【指導的立場と
自信のなさ】そして【時代に取り残される不安】は，出来る人との比較から自己肯定感を持て
ない《コンプレックスのかたまり》を密かに自認するようになる。
　他方，職能団体の研修会で知り合う〈他府県の同職種からの刺激〉は，自分と同じような情
熱を持って頑張っている仲間の存在を知る。「周りも研修の受講を薦めてくれる」（A55）とい
う受講の促進要因と「SVorになれるとは思わなかった」（A46）の受講の阻害要因から〈認定
SVor資格取得への躊躇い〉となる。この〈他府県の同職種からの刺激〉と〈認定SVor資格取
得への躊躇い〉は，【職責を果たしたい思い】を強くする。
　【時代に取り残される不安】と【職責を果たしたい思い】は，《内発的な向上心》を育んでいく。
《コンプレックスのかたまり》と《内発的な向上心》がせめぎあうなかで，熟慮の末，最後は「こ
れはもう受けろってことかな」（A57）と〈弾みで受講を決める〉。
⑵　研修受講によりSVイメージを内在化させていくフェーズ
　この時期の現象特性は，研修の講義や演習，SV実践編における個別指導による【SV体験の
振り返り】を行うなかで，【事例検討のクセ】が出現したり，【ケースワークと同じクセ】が顔
を出し，《個人SVイメージの内在化》が始まる。以下，概念，サブカテゴリー，カテゴリーを
中心としたストーリーラインを記す。
　研修の講義では，「追い込まない」とか「一本取っていい気になるな」というSVの陥穽を絶
妙に言い表す〈フィットするSV標語〉や，参加型で〈演習形式での学び〉により，SVを理解
し始める。そのSVの理解を下敷きに，SV実践編のレポート指導で〈核心を突く講師の指摘〉
による【SV体験の振り返り】も行う。SVの実践編では，〈大事なのはSVeeの成長〉と理解し
ているものの，〈事例に引っ張られる〉こともあり，研修受講前の【事例検討のクセ】が顔を
出す。また，失敗しないように〈先回りの指導〉をしたり，SVeeのその時の感情を聞くこと
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を疎かにする〈感情表出をコントロールする面接〉となり，【ケースワークと同じクセ】が出
てしまう。【SV体験の振り返り】は，【事例検討のクセ】や【ケースワークと同じクセ】の気
づきを促しながら，《個人SVイメージの内在化》が始まる。
⑶　SV実践によりSW実践を深化させていくフェーズ
　この時期の現象特性は，【SVorとしてのSV】を始めるとともに職能団体の研修講師を担う
ことによりSVの【視点と奥行きが広がる】学びとなり，《SVによる理論と実践の循環》がみ
られる。《SVによる理論と実践の循環》は，ミクロレベルだけでなく，メゾSWやマクロSWを
も射程とするようになる。以下，概念，サブカテゴリー，カテゴリーを中心としたストーリー
ラインを記す。
　文書と口頭でSVの枠組みを説明し，〈契約によるSV〉を行う。SVの〈生命線はSVeeアセス
メント〉であると考え，「バイジーを引っ張っていく」（B176）のではなく，「一緒に発見する」
（B198）〈学び合う関係性〉の構築を目指す【SVorとしてのSV】を始める。研修会の講義を担
当することは，〈教えることでSV理解を深める〉こととなり，更新研修での〈SVor同士の学
び合い〉によりSVの【視点と奥行きが広がる】。【SVorとしてのSV】と【視点と奥行きが広が
る】学びは，《SVによる理論と実践の循環》をつくっていく。
　その《SVによる理論と実践の循環》は，SVを〈OJTと明確な切り分け〉を志向する【メゾ
でのSV普及の探索】が始まり，SVor自身の自己覚知を深め，ケースワークの〈クセの修正〉
を図り【ミクロ実践の変化】をもたらす。事例の背景をもアセスメントする〈問題の構造化〉
の視座を獲得し，【マクロSWの必要性】も認識する。このように【ミクロ実践の変化】，【メ
ゾでのSV普及の探索】，【マクロSWの必要性】への気づきは，SVor自身の《SW実践の拡がり
と深化》となっていく。このように《SVによる理論と実践の循環》と《SW実践の拡がりと深
化》は，相互に影響し合い，SVがSVeeの育ちを支援するだけではなく，SVorの自己覚知を深
め，実践を理論的に捉え，SV自身の熟達を促していく。
２．考察
　本研究では，スーパーバイジー経験が無いなかで，認定スーパーバイザー資格を取得した分
析焦点者二名のスーパービジョンに関する意識変容プロセスを明らかにした。本研究で得られ
た知見は，①認定スーパーバイザー研修受講に対する心理的なプレッシャー，②スーパーバイ
ザー自身もスーパービジョンにより気づきを得て成長する人，③スーパービジョンとソーシャ
ルワークのプロセスは相似形，の三点をあげることができる。以下，そのことについて記して
おきたい。
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⑴　認定スーパーバイザー研修受講に対する心理的プレッシャー
　分析焦点者は，精神保健福祉士としての勤務経験を重ねるなかで，気がつくと指導的立場と
なり，研修等を受講し自己研鑽を続けている。ソーシャルワーク実践は，クライエントの状況，
資源の状況，ソーシャルワーカー自身の力量等を勘案しながら，進めていく必要がある。しか
しながら，クライエントの希望がすぐに実現することばかりではない。むしろそうでないこと
の方が多い。尾崎新（1999）のいう「ゆらぎを経験して初めて，幅広い見方，多様な思考方法
を獲得する」という「ゆらぎ」を経験することが，研修等の受講の動機になっていると考え
られる。それゆえ，「研修認定精神保健福祉士」及び「認定精神保健福祉士」の所持者数は少
なくない。
　分析焦点者の持つスーパーバイザーのイメージは，「何でもできる人」や「完璧なソーシャ
ルワーカー」であった。このことが研修受講に対する心理的プレッシャーのひとつになってい
ると考えられる。そしてもうひとつは，他の研修や生涯研修と異なり，長期間に亘る研修とな
り，その研修のイメージを持ちにくいということがある。
⑵　スーパーバイザー自身もスーパービジョンにより気づきを得て成長する人
　先述したスーパーバイザーの「完璧なソーシャルワーカー」というイメージが，研修修了後
には，スーパーバイザー自身が自己覚知を深め，熟達していく進行形の人であるとイメージが
変化していた。このことは，スーパービジョンが，スーパーバイジーの成長のみならず，結果
として，スーパーバイザーのソーシャルワークを深化の促進要因のひとつになっていると考え
られる。
⑶　スーパービジョンとソーシャルケースワークは相似形
　相似形であることについて，二点あげておきたい。一つはアセスメント，そして二つめは，ケー
スワークにおけるワーカー・クライエント関係とスーパービジョンにおけるバイザー・バイジー
関係についてである。
　ソーシャルワークの生命線は，アセスメントにある。クライエンを適切に捉え，課題を共有
化しなければならない。本研究では，「生命線はスーパーバイジーアセスメント」という概念
を生成した。スーパーバイジーの担当しているクライエントの課題ではなく，援助者としての
スーパーバイジー自身の課題に気づくことを意味する。
　ワーカー・クライエント関係について，坪上（1998）は，「一方的関係，相互的関係，循環
的関係」と整理し，求められるのは，「相手の世界を通して，自分の世界を見直す」循環的
関係であるとしている。本研究におけるバイザー・バイジー関係においても，スーパーバイザー
自身が，スーパーバイジーとの関係を通して，自分自身の思考や行動特性といった自己覚知を
深め，「学び合う関係性」を構築していた。
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　この「生命線はアセスメント」であることと，「循環的関係」という点において，スーパービジョ
ンとソーシャルワークは，相似形であると考えることが出来る。
３．本研究の意義と限界
　本研究では，スーパーバイジー経験の無い二名の分析焦点者の認定スーパーバイザー資格を
取得の過程とその間のスーパービジョンの意識変容を明らかした。得られた知見から本研究の
意義を三点あげることができる。一つは，自己研鑽に意欲的であることと認定スーパーバイザー
養成研修が直接的に結びつくものではないことを示したことである。そして二つ目は，一年間
に亘る長期研修とその後のスーパービジョン実践は，自己覚知を深めるとともに，ソーシャル
ワーク実践を深化させていることである。三つ目は，循環的関係によるスーパービジョンは，
スーパーバイジーのみならず，スーパ－バイザー自身の熟達にも寄与するということである。
　他方，本研究の限界は，分析焦点者二名の結果から全体を論じることは出来ないことである。
今後，スーパーバイジー経験を有する研究協力者の分析も進め，スーパービジョンの効果につ
いて，多面的に検討を進めていきたい。
おわりに
　目的と手段は，往々にして入れ替わるものである。本研究における分析対象者は，認定スー
パーバイザー資格を取得することを目的として養成研修を受講していた。しかしながら，認定
スーパーバイザー資格取得とその後のスーパーバイザーとしてのスーパービジョンの蓄積は，
ソーシャルワーカーとしての成長を促進していく手段となっていた。
　筆者はかつて，熟達したPSW６名へのインタビュー調査から「地域精神保健福祉機関で働
くPSWの成長過程に関する研究」を行った。熟達したPSWのゴールを明らかにしようとし
たものの，熟達PSWには，変化し続けていく環境と自分自身への省察を繰り返し，成長し続
ける深化サイクルがみられた。
　これらのことから，スーパーバイザー役を担うことは，スーパーバイジーにとって有益であ
るばかりではなく，ソーシャルワーカーとしての熟達を促進し，ソーシャルワーク実践を豊か
にし，クライエントにとっても社会にとっても有益であることが示唆された。
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